
学
生
の
バ
ル
ブ
へ
の
提
言
募
集

工業会創立周年記念懸賞論文コンテスト

　
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は

年
３

月

日
に
創
立

周
年
を
迎
え

る
。
現
在
、
こ
れ
を
記
念
し
て
学

生
懸
賞
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
。
論
文
テ
ー
マ
は

「
私
達
の
暮
ら
し
や
産
業
と
バ
ル

ブ
と
の
深
い
関
わ
り
か
ら
考
え

る
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
へ
の
希
望

や
、
バ
ル
ブ
業
界
へ
の
提
言
」
。

こ
の
テ
ー
マ
を
自
由
に
解
釈
し
、

自
由
な
発
想
で
２
０
０
０
―
４
０

０
０
字
に
ま
と
め
る
。
応
募
資
格

は
国
内
の
高
校
、
高
専
、
大
学
、

大
学
院
に
在
籍
す
る
個
人
。
最
優

秀
賞

賞
金

万
円

、
優
秀
賞

同

万
円

、
佳
作

同
５
万

円

、
入
選

同
１
万
円

を
表

彰
す
る
。
締
め
切
り
は

月

日
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
所
定
の

フ
ォ
ー
ム
か
郵
送
で
受
け
付
け

る
。
作
品
は
同
工
業
会
懸
賞
論
文

審
査
委
員
会

大
田
英
輔
委
員
長

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

で

年
２
月
中
旬
ま
で
に
選
考
し
、
３

月
中
旬
に
発
表
す
る
。
縁
の
下
の

力
持
ち
的
な
存
在
で
あ
る
バ
ル
ブ

に
つ
い
て
学
生
か
ら
提
言
を
募
集

す
る
こ
と
で
、
人
材
の
確
保
や
バ

ル
ブ
産
業
の
地
位
向
上
な
ど
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　
配
管
に
接
続
し
て
流
体
の
制
御
を
行
う
バ
ル
ブ
。

水
道
、
都
市
ガ
ス
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
電
力
・

石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
、
建
築
設
備
、
船
舶
な
ど
、
産

業
や
生
活
の
幅
広
い
分
野
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
目
に
見
え
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
が
多
い
縁

の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
で
あ
る
。
制
御
す
る
流
体

の
性
質
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
は

電
気
信
号
に
よ
っ
て
供
給
ラ
イ
ン
を
遮
断
し
、
２
次

災
害
を
防
ぐ
役
割
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
安
全
・
安

心
の
社
会
基
盤
を
支
え
て
い
る
。

建
設
需
要
に
期
待

バ
ル
ブ
産
業

流体制御の要
バルブ生産額および輸出入額の推移

（出所：日本バルブ工業会）

年度需要部門別生産額比率

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ９月２５日 水曜日 　　

　
バ
ル
ブ
は
配
管
と
接
続

し
、
流
体

液
体
や
気
体

を
流
す
、
止
め
る
、
逆
流
を

防
止
す
る
、
量
を
調
整
す
る

な
ど
の
働
き
を
担
う
。
日
常

生
活
で
は
水
道
、
ガ
ス
管
、

自
動
車
、
産
業
設
備
で
は
タ

ン
ク
や
ボ
ン
ベ
な
ど
で
活
躍

し
、
流
体
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
設
備
や
製
品
で
品
質
管
理

の
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
。

液
体
、
気
体
、
可
燃
性
、
毒

性
な
ど
流
体
の
性
質
に
よ
っ

て
、
材
質
が
金
属
か
非
金
属

か
が
変
わ
っ
た
り
、
圧
力
や

温
度
の
違
い
に
よ
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
構
造
の
も
の
が
存

在
す
る
。

　
電
磁
弁
な
ど
は
本
体
や
シ

ス
テ
ム
全
体
を
遠
隔
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
、
災
害
時
な

ど
に
は
緊
急
作
動
し
て
安
全

性
が
保
た
れ
る
。
燃
料
油
や

燃
料
ガ
ス
な
ど
を
使
用
す
る

機
器
や
装
置
に
取
り
付
け
て

供
給
ラ
イ
ン
を
遮
断
し
、
火

災
や
爆
発
な
ど
の
２
次
災
害

を
防
止
。
貯
水
槽
に
取
り
付

け
る
こ
と
で
漏
水
を
防
ぎ
、

生
活
・
消
火
用
水
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
に
雨
水
遮
断
弁

と
し
て
採
用
さ
れ
た
り
、
自

治
体
の
貯
水
池
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
電
磁
弁
と
制
御
機

器
を
組
み
合
わ
せ
て
自
動
で

灌
水
や
施
肥
を
行
う
農
業
資

材
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

る
が
、
近
年
、
植
物
工
場
で

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

濃

度
の
調
節
を
行
う
制
御
シ
ス

テ
ム
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
で
も
植
物

工
場
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
参

入
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
の
統

計
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年

度
の
バ
ル
ブ
の
生
産
額
は
前

年
度
比
４
・
２
％
減
の
３
８

４
０
億
円
と
な
っ
た
。
輸
出

額
は
同
５
・
４
％
減
の
３
９

９
６
億
円
。
輸
入
額
は
同
１

・
５
％
減
の
１
７
５
８
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

年
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
以
降
の
景
気
低
迷
で
生

産
額
、
輸
出
額
、
輸
入
額
の

全
て
に
お
い
て
落
ち
込
ん
だ

が
、

年
以
降
２
年
連
続
で

回
復
し
て
い
た
。
し
か
し

年
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興

計
画
の
遅
れ
な
ど
に
よ
る
国

内
需
要
の
停
滞
や
、
円
高
、

欧
州
危
機
、
尖
閣
問
題
に
よ

る
日
中
関
係
の
冷
え
込
み
な

ど
の
影
響
に
よ
る
海
外
需
要

の
落
ち
込
み
も
関
係
し
、
伸

び
悩
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し

年
は
復
興
関
連

の
進
行
や
都
心
の
再
開
発
な

ど
に
よ
る
大
型
の
建
設
需
要

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
復
調

の
兆
し
は
あ
る
。
需
要
部
門

別
の
生
産
額
比
率
を
見
る
と

建
築
設
備
用
が

・
６
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
水
道
用

が

・
４
％
で
、
合
わ
せ
て

約

％
の
シ
ェ
ア
を
占
め

る
。
建
設
需
要
に
対
す
る
期

待
は
大
き
い
。

　
輸
出
入
と
も
に
相
手
国
の

１
位
は
中
国
、
次
い
で
米
国

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

韓
国
、
タ
イ
、
台
湾
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
東
・
東
南
ア
ジ
ア

地
域
が
大
き
な
市
場
と
な
っ

て
い
る
。
積
極
的
に
海
外
拠

点
を
開
設
す
る
企
業
も
あ
る

が
、
国
内
の
バ
ル
ブ
製
造
企

業
の
多
く
は
小
規
模
の
機
械

加
工
を
専
門
に
し
て
い
る
工

場
だ
。
海
外
展
開
し
な
い
企

業
は
国
内
で
き
め
細
か
い
対

応
に
注
力
す
る
。
日
系
企
業

の
海
外
生
産
シ
フ
ト
や
新
興

国
市
場
の
拡
大
に
伴
っ
て
価

格
競
争
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
が
、
日
本
の
高
い
技
術
力

を
生
か
し
安
全
・
安
心
へ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
人

材
の
確
保
や
技
術
の
継
承
を

円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
、
バ
ル
ブ
産
業

の
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
に

も
注
力
し
て
い
る
。


